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大動物事業部 

＜10 月の相場動向＞ 
 10月の牛枝肉相場は、和牛去勢は A5 が前月比 119円高の
2,662 円（前年同月比 320円高）、同 A4が 100円高の 2,453
円（同 362 円高）、同 A3が 112円高の 2,343円（同 401円
高）、同 A2が 156円高の 2,240円（同 395円高）と全面高
となり、交雑種去勢は B4 が 33 円高の 1,833 円（同 344 円
高）、B3が 52円高の 1,723 円（同 336 円高）、B2が 90 円
高の 1,602 円（同 299 円高）と、和牛の高値にけん印され
るように騰勢感を強めている。全国的に肉牛出荷頭数不足
が継続的にあるとはいえ、和牛の枝肉相場は、前月をも上回
る過熱相場の展開となった。 
和牛去勢（月平均）       

A5 2,662円（前年同月比 113.7％）（前月比 104.7％） 

A4 2,453円（      117.3％）（     104.2％） 

A3 2,343円（      120.6％）（     105.0％） 

A2 2,240円（      121.4％）（     107.5％） 

交雑去勢（月平均） 

B4 1,833円（前年同月比 123.1％）（前月比  101.8％） 

B3 1,723円（      124.2％）（     103.1％） 

B2 1,602円（      122.9％）（     106.0％） 

乳牛去勢（月平均） 

B3 該当なし  

B2 該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜11 月の牛肉輸入量予測＞           

                         出典：食肉速報 
財務省の貿易統計による 9 月の牛肉通関量は前年同月比

12.8％減の 4万 6,077ｔとなり、チルドは 8月に続き各国と
も減少、フローズンでは米国が増加したものの、豪州で減少
し全体でも 1 割減となった。内訳については上記の通りで
ある。農畜産業振興機構による 11 月の輸入牛肉入荷量は、
牛肉需要期でもあり 4 万 1,700ｔ（前年同月比 1.0％増）で
うちチルドが 1 万 8,100ｔ（同 2.0％増）、フローズンは 2
万 3,600ｔ（同 0.4％増）と前年実績を上回ると予測してい
る。 

＜11 月の全国出荷頭数予測＞ 

農畜産業振興機構の 11月の出荷予測頭数によると、前年

同月比約 4％減の 10 万 7,100 頭と予測している。和牛が同

5.7％減の 4 万 9,900 頭、交雑種が同 5.0％減の 2 万 1,100

頭、乳用種が同 2.3％増の 3 万 4,400頭としている。東京食

肉市場の 11 月と畜頭数は、8,170頭を予定している。 

 

 
＜11 月の牛枝肉相場見通し＞ 

10 月の加熱相場を受けて、需要期に向けた全国的な出荷

頭数の動向や、歳末ギフト用手当・12 月商戦と年末に向け

た手当て等の買いが動き始めることなどから、牛枝肉相場

は高値基調の相場形成となると思われる。 

小動物事業部 
食肉流通統計によると、9月の全国と畜は 133万 4,032

頭（前年同月比 99.8％）となり前年より減少した。 

また、9 月分の豚肉通関実績は、総量で 6万 4,134トン 

(前年同月比 101.6％)と前年より上回った。うちチルドが

2 万 8,413トン（同 131.5％）と大きく増加した。内訳は

米国が 1 万 7,157トン（同 134.1％）、カナダは 1万 198

トン（同 127.6％）、メキシコが 1,055トン(同 129.0％)

と増加。フローズンは、3万 5,721 トン（同 86.1％）と前

年を大きく下回り、デンマークが 9,101トン（同 107.8％）、

米国が 3,982トン（同 47.9％）、カナダが 3,375 トン（同

158.4％）、メキシコが 4,357 トン（同 117.8％）であっ

た。 

＜10 月の豚取引の推移＞ 

上旬の全国と畜頭数は 1日あたり 6 万 4,400頭と少ない

上場頭数であった。当市場も平均 900頭と PEDの影響を受

けた前年並みの上場頭数であった。10月に入り、気温がさ

らに下がって鍋物需要が期待されたが、バラの動きは停滞

気味であった。また、スソ物の動きも鈍く、凍結に回った

ようだ。しかし、相場も落ち着いてきたため、量販店では

輸入から国産へシフトする動きが見られ、上物価格も 450

円から 480円まで回復した。 

中旬の全国と畜頭数は三連休明けには 7 万頭は超え、平

均 6 万 7,400 頭と出荷頭数は増えてきた。当市場は、平均

で 880 頭の上場と前年並みの頭数であった。量販店は引き

続き国産へシフトしてきたものの、全体的に需要が伸び悩

み、荷余り感もみられたことから上物相場は 430～480 円と

前週より相場が落ち着いてきた。 

 

下旬の全国と畜頭数は平均 6 万 5,500 頭、また当市場の

上場頭数は平均 870 頭と前年を上回ったもののこの時期に

しては少ない上場頭数となった。 

量販店では国産品の特売もみられたものの、全体の動き

を良化するほどではなく、また月末ということもあり、活発

な動きは見られず、上物価格は 450 円前後で推移した。 

＜11 月の豚枝肉相場見通し＞ 

農水省による 11月の全国と畜頭数は、140万 3,000頭（前

年同月比 109.0％）と予測しており 1日当たりの頭数は約 7

万 3,800 頭である。当市場の 11 月集荷予定頭数は約 1 万

7,500 頭となっており、1日当たりでは約 920頭の見込みで

ある。 

一方、農畜産業振興機構による 11月分の豚肉輸入見込

数量は、総量で 6万 1,000トン（前年同月比 114.2％）の

予測となっている。内訳はチルドが 2万 4,000トン（同

107.7％）、フローズンは 3 万 7,000トン（同 118.9％）の

予測である。 

また 8月における豚肉推定在庫量は、国産品が 1 万

6,902 トン（前年同月比 81.9％）、輸入は 16 万 1,780 ト

ン（同 85.1％）となり合計 17 万 8,682トン(同 84.8％)と

なった。推定出回り量は 13 万 2,899トン(前年比 103.1％)

で、前年を上回った。うち国産品は 6万 3,948トン（同

98.7％）輸入品は 6万 8,951 トン(同 107.5％)であった。

国内生産量は 6 万 3,876トン（同 96.9％）と 2か月連続で

前年を下回った。 

このような状況の中、11 月は出荷頭数の回復傾向がみ

られる。また、寒さが一層厳しくなれば、鍋物商材の本

格的な動き、お歳暮、年末需要が高まってくると考えら

れ下旬にかけ価格が上昇していくと予測する。よって上

物 500円、中物 480円前後を予測する。 

豚日別相場表（10月度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出荷者のみなさまへ 

ＰＥＤおよび様々な病気を防ぐためにも東京市場では防

疫体制を強化しております。来場の際における生体車の消

毒など、衛生担保のため皆様のさらなるご協力をよろしく

お願いいたします。 

輸入牛肉通関量 ９月 前年同月 前年同月比 

 

フローズン 

豪州 13,632 17,253 79.0％ 

米国 12,733 11,538 110.4％ 

その他 2,670 3,548 75.3％ 

合計 29,035 32,339 89.8％ 

 

チルド 

豪州 10,000 12,678 78.9％ 

米国 6,457 6,849 94.3％ 

その他 585 955 61.3％ 

合計 17,042 20,482 83.2％ 

和牛去勢 価格予測 交雑去勢 価格予測 

A5 2,550～2,650 B4 1,700～1,800 

A4 2,400～2,500 B3 1,600～1,700 

A3 2,300～2,400 B2 1,500～1,600 

A2 2,150～2,250   

乳牛去勢    

B3 1,200～1,250    

B2 1,100～1,200   

上旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

1日 64,600 463 441 887 

2日 63,700 454 438 1,033 

5日 61,600 461 440 903 

6日 64,600 464 447 998 

7日 63,600 473 455 749 

8日 66,400 481 465 1,025 

9日 66,700 477 450 996 

中旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

13日 71,400 487 467 717 

14日 69,900 478 458 1,078 

15日 67,900 454 436 1,082 

16日 68,800 456 432 734 

19日 65,000 437 424 991 

20日 67,100 447 425 985 

21日 63,900 459 433 661 

22日 66,500 464 442 785 

23日 66,900 453 438 914 

下旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

26日 63,900 456 432 785 

27日 66,600 450 427 1,057 

28日 64,400 454 432 859 

29日 65,600 465 441 751 

30日 67,300 464 442 906 

平成 27年度 農林水産祭参加 全国肉用牛肉枝肉共励会 

農林水産大臣賞に島根県・㈱松永牧場殿 

枝肉単価 12,085 円でエスフーズ㈱が落札  

平成 27年度全国肉用牛枝肉共励会が、10月 28日から 10月 30日まで、東京食肉市場に出荷実績を持つ 28都道府県より選抜された乳

牛去勢牛及び交雑去勢牛 41頭、和牛去勢牛 247頭、和牛牝牛 142頭の合計 430頭で開催された。 

名誉賞に輝いた和牛去勢の 47号は、島根県から出品された㈱松永牧場の出品牛で、脂肪交雑、肉質、肉色、きめの細かさ、脂肪質、

脂肪色等が全てに優れた非の打ち所のない最高級の枝肉であった。㈱松永牧場殿は、農林水産大臣賞、東京都知事賞を始め、数々の名誉

ある褒賞を受賞されました。 

この名誉賞の牛は、父が「光平照」、母の父が「安福久」の島根県産で、月齢 30ヶ月、生体重 805kg、枝肉重量 575kg、歩留 71.4％ 

格付Ａ5（ＢＭＳ12・ＢＣＳ3）、枝肉単価は 12,085円、枝肉金額が 6,948,875円で、エスフーズ㈱により落札されました。また、各部

の最優秀賞は、第一部が茨城県・㈲瑞穂農場殿の 15号牛が、枝肉単価 3,006円で下山畜産㈱、第二部は鹿児島県・㈲農業生産法人のざ

き殿の 60号牛が枝肉単価 5,000円で㈱中村畜産、第三部は山形県・佐藤正寿殿の 434号牛が 6,615円で㈱三島亭により購買されまし

た。部門別の成績は下記の通りです。 

部門 頭数 
生体重量(kg) 枝肉重量(kg) 枝肉歩留(%) 単価(円) 

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 

第 1部乳用・交雑去牛 41 921 1,170 789 608 715 512 66.1 70.1 60.7 1,646 3,006 1,015 

第 2部和牛去勢 247 832 1,022 612 568 713 399 68.2 73.7 62.9 2,528 12,085 2,066 

第 3部和牛牝 142 684 929 529 464 636 338 67.8 74.1 56.9 2,610 6,615 1,904 

 本共励会の出品規則第 6 条「生体到着時の体重の制限」により、第二部の和牛去勢の 24 頭、第三部の和牛牝の部で 6 頭の合計 30 頭が審査対象外とな

り、審査の対象となったのは 400 頭でありました。 
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